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第１回 那賀川流域治水協議会

第２回 那賀川流域治水協議会

第３回 那賀川流域治水協議会

那賀川流域治水プロジェクト公表

8月7日

9月頃

3月頃

4月以降 第４回～ 那賀川流域治水協議会

3月頃

□那賀川流域治水プロジェクトの実施状況
フォローアップ

□那賀川流域治水プロジェクト（案）の検討
（国・県の河川整備の具体案、関係機関が実施する流域
対策・ソフト対策の具体案）

１．協議会での検討事項と今後の進め方（案）

※今後の検討状況等により、変更となる場合があります。

□那賀川流域治水協議会の設立

（設立趣旨、規約）

□那賀川流域で行う流域治水の全体像の共有・検討

（県の河川整備の具体案、関係機関が実施する流域対策・
ソフト対策の具体的なイメージ）

那賀川流域治水プロジェクト
【素案】公表

7月6日
□那賀川流域治水プロジェクト【素案】の公表

（国の河川整備の具体案、関係機関が実施する流域対
策・ソフト対策のイメージ）

関係機関へのヒアリング及び情報共有

関係機関による検討
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□那賀川流域治水プロジェクトの公表
（河川における対策、流域における対策、ソフト対策）



２．那賀川流域治水対策プロジェクト【素案】

堤防整備

○令和元年東日本台風では、戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、那賀川水系においても、事前防災対策を進める必要がある
ことから、以下の取組を実施していくことで、戦後最大の平成26年8月洪水と同規模の洪水を安全に流し、流域における浸水被害の軽減を図る。

■河川における対策
国の対策内容 河道掘削、堤防整備、引堤、侵食対策、浸透対策、樹木伐採

長安口ダム改造、小見野々ダム再生 等
※今後、関係機関と連携し、県管理区間の河川改修を追加予定

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。
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長安口ダム

平成26年8月台風第11号
床上浸水543戸、床下浸水221戸

■ソフト対策のイメージ

・水位計・監視カメラの設置

・マイ・タイムラインの作成 等
※今後、関係機関と連携し対策検討

■流域における対策のイメージ

・下水道等の排水施設、雨水貯留施設の整備

・既存ダムの洪水調節機能の強化
・土地利用規制・誘導（災害危険区域等） 等

※今後、関係機関と連携し対策検討
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写真：平成26年8月台風11号浸水状況
（阿南市加茂地区）

那賀町

長安口ダム改造
小見野々ダム再生

那賀川水系

香川県

徳島県

高知県
愛媛県

位置図

上流

～安全・安心で光り輝く那賀川をつむぐ治水対策～
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２．河川における対策 堤防整備

旧加茂谷川

加
茂

大
橋

那賀川

那賀川

那賀川

加茂谷川

加茂谷川

○戦後最大流量を記録した平成26年8月台風11号による深刻な浸水被害（床上
浸水152戸、床下浸水37戸）を踏まえ、加茂地区で堤防を整備。
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２．流域における対策 事前放流（治水協定）

○令和元年東日本台風(台風第19号)など近年頻発する洪水被害に対応するため、既存ダムの有効貯水容

量を洪水調節に最大限活用できるよう全国で取組みを実施。

○利水ダムは、台風や大雨が降ることが見込まれる場合に事前に利水容量を空け、洪水調節に使用。

○河川管理者は、台風や大雨に関する全般気象情報が発表されたとき等に利水ダム管理者に事前放流を

実施する態勢に入るよう伝達し、利水ダム管理者は事前放流を実施するかを判断。

○那賀川で利水容量を洪水調節に利用できるダムは、長安口ダム(国土交通省)、小見野々ダム(四国電

力)、大美谷ダム(四国電力)、川口ダム(企業局)の４ダム。

○利水４ダムの利水容量を洪水調節に全量利用できれば、長安口ダム洪水調節容量(1,200万m3）と併せ

て約2.2倍(2,585万m3）の洪水調節可能容量が確保でき、那賀川の洪水被害軽減に期待される。

○利水容量を洪水調節に利用できるよう、令和2年5月27日に「那賀川水系治水協定」締結。

※４者（国土交通省 那賀川河川事務所長、企業局長
職務代理者 企業局副局長、徳島県 県土整備部長 、
四国電力(株) 再生可能エネルギー部長）で締結

利水ダムの事前放流のイメージ

 
ダム 洪水調節容量 

（万 m3） 

洪水調節可能容量※

（万 m3） 

基準降雨量 

（mm） 

長安口ダム 1,200 642 307 

小見野々ダム － 624 184 

大美谷ダム － 27 184 

川口ダム － 92 307 

追立ダム － 0 － 

  ※水利用への補給を行う可能性が低い期間等において水位を低下させた状態とする貯水池運用を行うこ

とにより確保可能な容量を含む 

 

利水ダムの洪水調整可能容量

※洪水調節可能容量とは、3日間で事前放流により確保できる最大容量
※洪水調節可能容量には、水利用への補給を行う可能性が低い期間等において水位を低下さ
せた状態とする貯水池運用を行うことにより確保可能な容量を含む

※基準降雨量とは、事前放流を開始するかどうかを判断するダム上流予測降雨量

那賀川水系治水協定
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２．流域における対策（他河川の例） 雨水貯留浸透施設・土地利用規制

○徳島県吉野川市では、雨水貯留浸透施設の設置により流出を抑制。
土地利用規制と雨水貯留施設整備の誘導などにより、普及を促進。

制度の概要

(平成24年3月～)○制度名：吉野川市水害に強いまちづくり条例

•市が指定する開発調整区域における開発行為（土地の改変、工
作物の新改築）等の許可制度の導入
•許容湛水位以下での開発行為等の施行では減災措置を義務化

吉野川

国道192号

校庭貯留施設【市】
（山川中学校）

ほたる川河道改修【県】

開発調整区域の指定【市】

ポンプ新設【国】

P

○国・県・市が連携した対策を実施するため協議会を設置し、ハード・ソフト対策を
含めた総合内水対策計画を策定。ハード対策は総合内水緊急対策事業（直
轄）と流域治水対策事業（補助）、によるポンプ整備や河道改修、貯留施設整備
を推進

○ソフト対策は土地利用の規制やハザードマップの作成等を展開し、安全なまち
づくりを強力に推進中

【連携事業内容】
国：排水ポンプ整備
県：河道改修
市：土地利用規制

雨水貯留施設整備
雨水貯留整備補助金

内水浸水区域

（H16台風２３号被害実績）

ほたる川

開発調整区域の指定（土地利用規制）

・・・指定範囲

吉野川

減災措置例
・雨水貯留槽の設置
・平面貯留施設の設置 など

○制度名：吉野川市雨水流出抑制施設整備補助金

制度の概要

•浸水被害の発生及び拡大を防止とし、雨水流出抑制施設の整
備を行う者に対して補助金を交付（当時）

雨水貯留槽の設置

補
助
金
額

交付金の額：５０万円を限度として、開発調整区域内における開発行為等の減災措置に必要な
雨水流出抑制施設の整備に要する費用の合計額に３／４を乗じて得た額 など

(平成24年9月～)

交付施設例：平常時は駐車場、家庭農園等として使用する遊水地など

○制度名：ほたる川流域貯留施設整備

湯立川

校庭の貯留施設（山川中学校）
《H24.9月完成》

制度の概要

•国・県と連携した内水被害の低減のため、雨水貯留浸透施設を
整備

施
設
概
要

・湯立川の河川改修計画流量7m3/s（確率年1/5）
を、流域貯留施設を設け計画流量を6m3/sに低減
・常時は中学校の校庭駐車場などとして利用

・施設整備により河道改修事業費の縮減にも寄与

(平成24年9月完成)

許容湛水位▼
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２．ソフト対策 マイ・タイムライン

住民一人一人の避難時期を確認

マイ・タイムラインは住民一人ひとりのタイ
ムラインであり、台風の接近によって河川の
水位が上昇する時に、自分自身がとる標準的
な防災行動を時系列的に整理し、とりまとめ
るもの。
時間的な制約が厳しい洪水発生時に、行動の
チェックリストとして、また判断のサポート
ツールとして活用されることで、「逃げ遅れ
ゼロ」を目指す。

ワークショップ（案）
Part１ 「逃げキッド」ってなぁに？
Part２ リスクを知ろう
Part３ タイムラインの考え方を知ろう（１）
Part４ タイムラインの考え方を知ろう（２）
Part５ マイ・タイムラインを作ろう・使おう
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○逃げキッドを使ったワークショップを開催し、マイ・タイムライン作成を
推進。


